
ＩＢを通して身についた力

　ＩＢプログラムを通じて身についた力の中で、最も大
きいと感じているのは「問い続ける力」と「考えを言葉
にする力」です。プログラム開始当初は、自分の意見を
文章で論理的に表現することが苦手で、エッセイ課題
では何度も修正を求められました。しかし、ＩＢでは一
度書いて終わりではなく、フィードバックを受けながら
何度も考え直し、書き直すことが求められます。その過
程で、結論よりも思考の過程そのものが重要であるこ
とを学びました。また、正解が一つに定まらない問いに
向き合う経験を重ねる中で、安易に答えを出すのでは
なく、根拠を持って考え続ける姿勢が身につきました。
これらの力は、ＩＢならではの探究型の学びを通じて培
われたものだと感じています。

ＩＢで身につけた力は、
その後どのように活かされていますか？

　ＩＢでは自ら問いを設定し、資料を収集・分析しなが
ら結論を導く経験を重ねてきました。そのため、大学で
レポート課題に取り組む際にも、先行研究を踏まえつ
つ、自分なりの視点を持って論点を整理することに抵
抗がありません。特に法律は、単に条文を当てはめる
のではなく、それぞれの立場や社会的背景を考慮しな
がら解釈することが求められます。ＩＢで培った「一つ
の答えに飛びつかず、複数の視点から状況を整理する
姿勢」は、判例分析やディスカッション型の授業におい
て大きな支えとなっています。また、多国籍な学生が集
まる授業では、異なる価値観や立場が前提となる議論

が日常的に行われます。相手の意見を尊重しながら自
分の考えを根拠とともに伝える姿勢は、ＩＢで培われた
ものだと感じています。学問への向き合い方そのもの
が大学生活の土台となっており、「ＩＢをやっていてよか
った」と実感する場面が多くあります。

ＴＯＫ（知の理論）で学んだこと

　ＴＯＫの授業を通じて私が学んだのは、「知識は決し
て絶対的なものではなく、前提や立場によって影響さ
れる」という視点です。
　ＴＯＫエッセイや展示では、正解を導くこと以上に、
「なぜそう考えるのか」「他の見方はあり得ないのか」
を問い続けることが求められました。ＴＯＫエッセイで
は、同じ「知識」であっても、分野によって評価基準や
役割が異なることを学びました。また、展示を通して、
知識や信念、意見が日常の中で曖昧に混ざり合ってい
ることに気づき、自分自身の思考の前提を見直すように
なりました。ＴＯＫで培ったこの姿勢は、現在国際法を
学ぶ中でも、一つの価値観にとらわれず、複数の立場や
歴史的背景を踏まえた上で「何が正義とされているの
か」を慎重に考える力として生きています。

ＣＡＳ（創造性・活動・奉仕）で
印象に残っていること

　ＣＡＳの中で最も印象に残っているのは、フィリピン
でのボランティアです。ルーガウやチャンポラードなど
の家庭料理を炊き出しする中で、スラム街やダンプサイ
ト周辺で暮らす子どもたちと出会いました。彼らの多く
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答えを急がないという選択 ～ＩＢでの学びから今へ～



は、筆記用具や学費を十分に確保できず、仮に学校に
通えたとしても、片道二時間以上かけて徒歩で通学し
なければならない厳しい環境に置かれていました。子
どもたちは明るく、自身の生活に対して表立った不満を
口にすることはありませんでした。しかし、その裏では、
教育を受ける機会が制限され、将来の選択肢が著しく
限られている現実がありました。教育を受けられない
ことが貧困の連鎖を生み、その連鎖から抜け出すこと
が極めて困難であるという構造的な問題を、私はこの
経験を通して初めて実感しました。以前から関心を持っ
ていた法律という分野に、社会的課題を解決する手段
として改めて魅力を感じるようになったのは、このＣＡ
Ｓでの経験が大きなきっかけです。

大学受験や進路選択で意識したこと

　進路選択の過程で私が意識していたのは、「将来の
可能性をできるだけ狭めない」ということでした。高校
入学時点では、海外大学への進学を明確に考えていた
わけではなく、日本で法曹として働くことを漠然と思い
描いていました。しかし、ＩＢでの学びやＣＡＳの経験を
通じて、より広い視点で法を学びたいと考えるようにな
りました。オランダを進学先として選んだ理由の一つ
は、国際法を学ぶ上で非常に恵まれた環境にあるから
です。オランダには国際司法裁判所をはじめとする国
際機関が集まっており、私自身もこれまでに二度、実際
に現地を訪れ、職員の方々にお話を伺う機会を得まし
た。教科書の中の存在だった国際法が、現実の人々の
判断や葛藤の中で運用されていることを目の当たりに
し、「現場に近い場所で学ぶ」ことの重要性を強く感じ
ました。さらに、ヨーロッパの大学に在籍していること
で、国境を越えた大学間交流が非常に活発であること
の恩恵を享受することができます。2026年2月にはイタ
リアで開催されるWinter Law Schoolに参加し、刑事
裁判をテーマに各国の法制度について学ぶ予定です。

今後のキャリアについて

　将来は、法を通じて社会的不平等に向き合うキャリ
アを築きたいと考えています。幼少期に模擬裁判で裁
判官役を経験したことから、当初は裁判官を志してい
ましたが、フィリピンでの経験や国際法の学びを通じ
て、現在は弁護士という進路にも強い関心を持つよう

になりました。立場は変化しても、「法を用いて人々の
声を社会に届ける」という軸は一貫しています。今後は
英語に加えてオランダ語の習得にも力を入れ、オラン
ダで法律を学び続けながら、日本とヨーロッパをつな
ぐ架け橋となる存在を目指したいと考えています。ＩＢ
で培った探究心と多角的な視点が、その基盤になると
感じています。

ＩＢ校での学びの環境や人との関わりで、
印象に残っていること

　私が通っていた水都国際高校のＩＢクラスは20人ほ
どの少人数制で、生徒同士が意見を共有しやすい環境
でした。全員があえてＩＢを選択しているという共通点
があり、将来の進路は異なっていても、学びに対する姿
勢やモチベーションには共通するものがありました。そ
のため、学校行事や課外活動、グループワークでは自然
と協力し合う雰囲気が生まれていました。課題や進路
に悩み、何度も立ち止まりそうになりましたが、そのた
びに先生や友人が真摯に向き合い、支えてくれました。
この環境があったからこそ、最後までＩＢをやり切るこ
とができたと感じています。
 また、大学進学後、ＩＢ修了生同士で自然と会話が弾
む場面が多くあり、ＩＢでの経験が国や学校を越えて
共有できる「共通言語」になっていることを実感しまし
た。ヨーロッパではＩＢ経験者が多く、科目選択やEEの
話題をきっかけに初対面でも深い議論につながること
があります。高校時代に築いたＩＢでの学び方や価値
観が、卒業後も人とのつながりを生み続けている点は、
ＩＢならではの大きな財産だと感じています。
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